
－円廸旦ｄ

幸圀夕．「
縮
み
ゆ
く
日
本
」
。
こ
の
表

口
現
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
が
Ｏ

糧
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
で
あ

［
ろ
。

４
月
初
旬
、
Ｇ
８
（
主
要
８
力

》
国
）
の
開
発
協
力
担
当
大
臣
会
議

Ｉ
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
際
に
、
０

円
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
開
発
協
力
機
構
）

」
・
の
Ｄ
Ａ
Ｃ
（
開
発
援
助
委
員
会
）

牛
に
よ
り
２
０
０
７
年
の
各
国
の
Ｏ

皿
Ｄ
Ａ
実
麺
値
が
公
表
さ
れ
た
・
こ

評れによると２００６年におい
Ｕ
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
次
い

童
で
第
３
位
で
あ
っ
た
日
本
の
Ｃ
Ｄ

亟
Ａ
供
与
額
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

半
に
も
追
い
抜
か
れ
第
５
位
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

対
Ｏ
Ｎ
Ｉ
（
国
民
総
所
得
）
比

は
２
０
０
６
年
の
０
・
西
％
か
ら

０
．
，
％
へ
と
減
少
、
日
本
は
Ｄ

Ａ
Ｃ
加
盟
ヱ
カ
国
の
う
ち
、
位
で

厩
あ
る
。
１
９
９
０
年
代
に
世
界
最

二
大
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
規
模
を
誇
っ
た
日
本

刀
の
現
状
は
惨
た
る
も
の
と
な
っ
た

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

貧
困
撲
滅
、
初
等
教
育
普
及
、

乳
児
死
亡
率
や
妊
産
婦
死
亡
率
の

低
減
、
環
境
の
持
続
可
能
性
な
ど

Ｃ
の
諸
指
標
か
ら
成
る
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｉ
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
の
実

世
界
第
５
位
転
落
の
意
味

仇
ｖ
・
］
二

コ
各
鋤

類

７１
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現
は
現
下
の
世
界
に
お
い
て
解
決

を
要
す
べ
き
最
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
を
２
０
１

５
年
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
が
国

際
的
公
約
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
策
定
や
定
量
的
指

標
の
設
定
に
主
導
的
な
役
割
を
演

じ
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
日
本
政
府

で
あ
る
。

Ｐ
Ｋ
Ｏ
貢
献
で
も
韓
国
の
下

や
や
統
計
が
古
く
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
が
、
１
９
９
８
年
か
ら
２

０
０
５
年
ま
で
の
間
に
日
本
の
無

償
援
助
が
印
％
以
上
削
減
さ
れ
た

国
の
数
は
１
４
２
カ
国
中
田
力
国

に
及
ぶ
。
さ
ら
に
か
つ
て
は
第

１
，
２
位
を
占
め
て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
（
国
連
開
発
計
画
）
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基
金
）
、
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
（
国
連
児
童
基
金
）
な

ど
国
際
機
関
へ
の
分
担
金
・
拠
出

金
も
現
在
で
は
第
５
、
６
位
へ
と

軒
並
み
順
位
を
下
げ
て
い
る
。

国
際
秩
序
形
成
に
軍
事
力
を
も

っ
て
臨
む
こ
と
を
厳
し
く
制
約
さ

れ
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
Ｏ
Ｄ
Ａ

は
そ
の
外
交
力
を
支
え
る
重
要
な

手
段
で
あ
り
、
国
益
を
守
る
た
め

の
国
際
行
為
で
あ
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
が

今
日
、
国
際
社
会
に
お
い
て
熾
烈

後
世
に
」
資
金
な
ど
提
供

、
●
Ｌ
グ
ジ
』
。
Ｊ
、
４
－
』
ゴ
』
．
『
⑰

ズ
の
谷
」
（
ネ
パ
ー
ル
）
、
国
内
の

「
日
光
の
社
寺
」
「
琉
球
王
国
の
城国益を毅損するＯＤＡ削減

Ｏ
づ
０
司
句
Ｊ
Ｔ
Ｃ
蜀
再
、
。
、
削
げ
銘
灯
Ⅱ
』
便
り
一
・
二
二
４
Ｊ
■
０
６
０
７
Ｊ
、
一
Ⅱ
ト
Ｅ
司
二

遺
産
を
「
よ
み
が
え
っ
た
世
界
遺

産
」
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

な
国
益
拡
大
競
争
の
場
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

中
近
東
に
発
し
イ
ン
ド
洋
、
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
を
経
て
日
本
に
い
た

る
長
大
な
シ
ー
レ
ー
ン
を
守
る
軍

事
力
は
わ
が
国
に
は
な
い
。
国
際

的
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
独
自
で
立
ち
向

か
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
日

本
が
み
ず
か
ら
を
生
存
さ
せ
る
す

べ
は
外
交
力
以
外
に
は
な
い
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
と
は
別
の
国
際
協
力
に

お
い
て
も
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は

小
さ
い
。
自
衛
隊
の
国
際
平
和
協

力
活
動
は
、
昨
年
１
月
の
防
衛
省

昇
格
と
同
時
に
「
本
隊
任
務
」
と

さ
れ
た
も
の
の
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ

（
平
和
維
持
活
動
）
に
対
す
る
日

本
の
貢
献
は
Ｇ
８
の
中
で
最
低
で

あ
る
ば
か
り
か
、
中
国
や
韓
国
の

鐸
壁
を
も
拝
し
て
い
る
・

海
上
自
衛
隊
の
イ
ン
ド
洋
で
の

正論
拓殖大学学長

渡辺利夫

給
油
・
給
水
活
動
が
テ
ロ
対
策
特

別
措
置
法
の
期
限
切
れ
に
よ
り
中

断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
新
テ
ロ

特
別
法
に
よ
っ
て
こ
れ
が
再
開
さ

れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
新
法
も
来
年
１
月
に
は
再
び

期
限
切
れ
を
迎
え
る
。
し
か
し
特

別
法
恒
久
化
へ
の
議
論
は
ま
だ
始

ま
っ
て
は
い
な
い
。
再
々
度
の
中

舗
蒄
醗
四
繍
籠
》
鱒

ね
な
い
。

大
胆
な
璽
對
断
が
必
要

中
国
、
イ
ン
ド
、
韓
国
な
ど
新

興
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
国
が
勢
い
を
増

し
て
い
る
。
特
に
中
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

攻
勢
が
顕
著
で
あ
り
、
イ
ン
ド
シ

ナ
や
ア
フ
リ
カ
は
い
ず
れ
中
国
の

「
植
民
地
」
に
な
り
か
ね
な
い
ほ

ど
に
大
量
の
資
金
と
人
力
が
こ
こ

に
流
入
し
て
い
る
。
す
で
に
開
通

し
た
、
雲
南
省
の
昆
明
に
発
し
ラ

オ
ス
を
経
由
し
て
バ
ン
コ
ク
に
い

た
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
揮
蕊
の
建
設

資
金
の
最
大
の
供
与
国
は
中
国
で

あ
る
。

原
油
や
鉱
物
寅
源
を
求
め
て
中

国
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
低
利
融
資

の
供
与
を
つ
づ
け
て
い
る
。
数
値

は
定
か
な
ら
ぬ
も
、
ア
フ
リ
カ
に

対
す
る
最
大
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
国
は

九Ｊい,．‐
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や

÷.。●お
そ
ら
く
中
国
で
あ
ろ
う
と
Ｄ
Ａ

Ｃ
議
長
の
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
氏
は
過

日
の
面
談
時
に
私
に
語
っ
た
。

５
月
末
に
横
浜
で
ア
フ
リ
カ
開

発
会
議
、
７
月
初
旬
に
洞
爺
湖
で

サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

が
開
か
れ
る
。
い
ず
れ
も
日
本
が

議
長
国
で
あ
る
。
開
発
途
上
国
問

題
が
優
先
課
題
と
な
る
。
２
０
０

６
年
の
「
骨
太
の
方
針
」
に
よ
り

財
政
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
達

成
目
標
年
２
０
１
１
年
に
い
た
る

ま
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
は
年
２
％
か
ら

４
％
の
幅
で
削
減
や
む
な
し
と
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
は
政
治
判
断
が
必

要
で
あ
る
。
両
会
議
に
お
い
て
首

相
が
、
日
本
は
２
０
１
０
年
ま
で

に
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｉ
比
を
０
．

盃
％
に
ま
で
引
き
戻
し
、
か
つ
義

務
的
予
算
削
減
を
終
了
す
る
２
０

１
２
年
以
降
は
、
国
際
公
約
で
あ

る
同
比
率
０
．
７
％
を
２
０
１
５

年
ま
で
に
達
成
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
を
明
言
す
べ
き
で
あ
る
。

国
力
に
相
応
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
効

果
的
に
供
与
し
運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
日
本
に
対
す
る
信
頼
と
尊
敬

が
生
ま
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
日

本
の
外
交
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

（
わ
た
な
く
と
し
お
）
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